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ちょこっと タイム 刈谷 良いトコ ♪ 

"まじめに､コツコツ､ 

即 行動" 頑張ります !! 

 5月 3日 (金) 刈谷大名行列山車祭

11日 (土) メーデーフェスタ

13日 (月) 地域政策推進フォーラム(～14日)

16日 (木) 議会基本条例委員会

25日 (土) ユタカ議協定期総会

29日 (水) 刈谷市総合式典

30日 (木) 議会運営委員会

 5月 1日 (水) メーデー "目には青葉 山ホトトギス 初鰹"

2日 (木) 八十八夜 江戸時代の俳人・山口素堂の句です。

3日 (金) 憲法記念日 いよいよ初夏の この時季らしい

4日 (土) みどりの日 目にも からだにも良い 旬の食材が

5日 (日) 立夏・こどもの日 出回る頃となりました。

12日 (日) 母の日 新緑の中思い切り走る 爽快なサイ

21日 (火) 小満 クリングで体力作りがお勧めです☆

大小の池が点在するこの地域のカキツバタ
群落は、学術的にも貴重な存在となっています。

近くには有名な観光スポットも在り、多くの
人々が観賞に訪れます。

さて、ここはどこでしょう？

『かつなりくん』 

刈谷城築城 

480年記念 

マスコット 

キャラクター 

風薫る5月。自然の中で、のんびりと

賑やかにバーベキューもよし、潮風を

楽しむドライブや潮干狩りも人気の

この時季、上向き加減の景気動向が この

先も続くよう願っております。

このところの円安の追い風を受け活性化

した日本経済は、輸出産業を中心に２４年度

決算において好業績が見込まれ、新緑の勢いを

感じさせます。

刈谷市では二年に一度実施される市民アンケ

ートの結果を集約、この度公表されました。

市民ニーズを踏まえた数々の施策・事業展開

は、概ね市民の評価を得られている様子です。

しかしながら核家族化が進んだ現在、世代間や

対外的な交流が疎遠となる傾向が見られ、異な

る文化や慣習・モラル等の考え方について、更

に理解を進める施策の必要性を感じております。

今後も皆様のご声援を背に、安全・安心な

住環境が更に向上するよう頑張る所存です。

4/1発行の＜№26＞の答えは､､銀座６丁目の
小高い丘の上にある『椎木(ｼｲﾉｷ）屋敷跡』でした。
徳川家康の生母・於大の方は、現在の阿久比城主
久松利勝に再嫁後も 3才で別れた家康と音信を
取り、様々な品を送り続けた慈愛の母でした。

緑の風が心地好い季節、戸外で野点を楽しめる頃となりました。

茶道とは、伝統的な様式に則って客人に抹茶ををもてなすものですが、

お茶を愉しむだけではなく茶室や庭などの空間、茶道具やそれに伴う和菓子

茶懐石などを通じての美意識が、生きて行く上での目的・考え方に繋がり、

広い分野での総合芸術に発展しました。更に 茶道は禅宗と関わり、"侘び・

寂び"の精神文化をも生み出しています。

一方、世界一の紅茶の消費国・イギリス。

お茶が初めて入ったのは17世紀半ばですが、発売当初のポスターには、

"いつまでも健康で長生き出来る"と薬のような効能が書かれ、高価で一般

庶民には遠い"高嶺の花"でもありました。

一服のお茶に笑顔がこぼれ、心を癒されるのは世界共通です。

ゆったりと、香り高い 淹れたてのお茶をお愉しみ下さい。

  Tel.   0566-36-3870

  Ｆax.   0566-36-6272

  E-mail   itou@bwcom.or.jp

【後援会事務所】

刈谷市一里山町金山100番地

(トヨタ車体労働組合内)

刈谷市議会議員 

伊藤 ゆきひろの 



　

４月のフットワーク 

各 種 行 事 に 参 加 

財政が年々厳しくなっている中、 

行政経営的な観点での事業改革や

税収確保のための観光振興も重要

です。また、自動車産業を中心と

した都市ゆえに模範的な交通安全

対策の施策を積極的に取り組むべ

高齢化の進展による健康・医療・

生活環境への取組みは今後の重要

施策と考えます。また、巨大地震

への備えとしてのＢＣＰ（事業継

続計画）の充実と緊急事態への対

応力強化に向けた取組みを注視し

 調査対象：２０歳以上の市民５,０００人  

 回答者：２８８８票 回収率：５７.８％ 

刈谷市の全体の印象 

地域交流が活発と思う割合が一番低い結果になっている。外国人の方々との共存やモラ

ル向上、また災害時の時にも、日頃の地域交流は非常に重要です。行政も共存・協働の

まちづくりに力を入れているが、個人個人の参加意欲が課題。市民の意見の反映が低い

刈谷市は２年毎に市民アンケートを実施し、市政に対し市民の 

皆さんがどのような意見・要望を持っているのか聞いています。 

これからの市民の居住意向
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住みやすさの市民評価
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 住みやすく、住み続けたいと考えている方が年々 

 上昇してきており､非常に高い評価となっている。 

 しかし、市政のまちづくりへの満足度は今一つで、 

刈谷市のまちの現状 

安心して水道が利用できると思う

産業が活発だと思う

安心して医療が受けられる環境が整っていると思う

快適で便利な住環境が整備されていると思う

子どもが生み育てやすいと思う

災害に強いまちだと思う

市民一人ひとりの意識やモラルが高いと思う

刈谷市に住む外国人と日本人は、異なる文化や習慣を
互いに認め合いながら暮らしていると思う

市民の意見が市政に反映されていると思う

地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた交流が
活発だと思う
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市政に対する評価と期待（市民アンケートつづき） 

第７次刈谷市総合計画の施策に対する市民の満足度の低い施策と重要殿の高い施策の結果です。 

４/８ ４/１９ ４/２２

刈谷駅での春の交通 

安全キャンペーン活動 

第５４回刈谷市長杯 

体育大会総合開会式出席 

トヨタ車体労働組合（ＢＷ） 

代議員会での刈谷市政報告 

刈谷市の各種がん検診 

助成事業の状況 

各種がん検診者数と
市の助成額合計の推移
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市の助成額合計

（人） （万円）

各種がん検診費用 自己負担額

 大腸がん 500円

 胃がん 2,000円

 子宮がん(頸部） 1,000円

 子宮がん(頸部＋体部） 2,000円

 前立腺がん 1,000円

 乳がん 2,000円

 肺がん 500円

地域資源を活かした観光振興 1位 1位

効率的・効果的な行政経営 2位 2位

市民と行政の双方向の情報共有 3位 4位

防犯・交通安全対策の推進 4位 6位

市民相談体制の充実 5位 7位

調査年度
満足度の低い５施策

←

←

←

←

←

Ｈ２４ Ｈ２２

健康づくり活動や医療体制の充実 1位 9位

水道水の安定供給 2位 10位

防犯・交通安全対策の推進 3位 1位

防災・災害対策の推進 4位 3位

高齢者が暮らしやすい環境の整備 5位 1位

調査年度
重要度の高い５施策

Ｈ２４ Ｈ２２

←

←

←

←

←


